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1. はじめに 

 前報 1)に引き続き，ポーラスコンクリート(POC)

の JCI-SPO2-1 の容積法に準拠して測定した全空隙

率(容積法空隙率)を吸引法 2)で推定可能であるか，

標準円柱試験体を対象として検討している。なお，

本稿においては，統計学的な推定の有意水準は 5%と

している。また吸引力を正の値とする。 

  

2. 試験体について  

 前報 1)の内径 100mm，内高 200mm の円柱鋼製型枠

で成形・作製した 6 号砕石を有する POC の標準円柱

試験体を検討対象としている。なお，本報では，試

験体を高さ方向で 3 等分になるように切断し，これ

ら上層，中層，下層の試験体(円柱試験片)について

も同様に検討している。 

POC は，調合空隙率 20%，結合材の水セメント比

35%，混和剤は未使用である。実験要因は，バイブレ

ーティングタンパによる振動締固めを施した時間

(締固め時間)である。締固め時間は，0 秒(なし)，5

秒，10 秒および 15 秒とした。同一条件試験体数は，

締固め時間 0~10 秒は 3 体，15 秒は 4 体であり，締

固め時間 0~10 秒の各 3 体中 1 体，15 秒の 4 体中 2

体を切断し，円柱試験片を採取した。吸引法におけ

る吸引力の最大値(最大吸引力)は，市販の家庭用掃

除機(吸引仕事率 20W)の吸引箇所であるノズルに設

置したデジタル式の圧力計(容量 35kPa，最小表示

0.01kPa)で測定した。図－1 に示すように，家庭用

掃除機のノズル先端を試験体の打設面または底面，

切断した試験体は打設面側または底面側それぞれ

に接するように押しつけ，最大吸引力を計測した。

吸引法の詳細については前報 1)を参照されたい。 

 

3. 実験結果・考察 

3.1 円柱標準試験体 

図－2(a)(b)に，吸引面が打設面および底面の標

準円柱試験体の容積法空隙率と最大吸引力の関係

に及ぼす締固め時間の影響について示す。実線は，

最小二乗法により算出した近似直線である。図中に

は，容積法空隙率と最大吸引力の相関係数[r]が示し

てある。なお，相関係数の信頼区間は，吸引面が打

設面および底面の群それぞれ-0.90~-0.25,-0.92~-

0.36 である。 

同図(a)(b)より，各打設面の群ともに，容積法空

隙率と最大吸引力は負の相関があることがわかる。

なお，容積法空隙率と最大吸引力の関係に振動締固

め時間の影響はないことが見受けられる。これによ

り，容積法空隙率と最大吸引力の関係に及ぼす空隙
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径の影響はないと考えられる。 

3.2 円柱試験片 

(a) 容積法空隙率 

図－3 に，円柱試験片の各層の容積法空隙率が，

各振動締固め時間ごとに示してある。同図に示すよ

うに，締固め時間が長いほど，上層と下層の容積法

空隙率に差が生じる結果が得られている。これらは，

振動エネルギーの伝搬は，試験体の上層から下層方

向に減衰しているためと考えられる 3)。 

(b) 容積法空隙率と最大吸引力の関係 

図－4(a)(b)は，それぞれ図－2(a)(b)にて検討対

象としている標準円柱試験体を，円柱試験片に置換

されている。なお，図中の実線は前掲図－2 で示し

た標準円柱試験体の近似直線，破線は円柱試験片を

対象として，最小二乗法により算出した近似直線で

ある。円柱試験片について，相関係数の信頼区間は，

吸引面が打設面および底面の群それぞれ-0.88~-

0.31,-0.90~-0.37 である。 

同図(a)(b)より，各打設面の群ともに，容積法空

隙率と最大吸引力は負の相関があることが見受け

られる。なお，これら円柱試験片の近似直線は，標

準円柱試験体のそれと異なる。これは吸引において，

空気が跳ね返るなどしていることに起因している

と考えられる 2)。 

 

4. おわりに 

既報 1)に引き続き POC の容積法空隙率を吸引法で

推定可能であるか，標準円柱供試体および円柱試験

片を対象として検討した。 
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